
第 1 学年 総合的な学習の時間（防災学習）指導案 

 
令和元年 11 月 27 日（水） 
学習者 1 年 1 組（10 名） 

指導者 寺嶋 陽平 
 
１．単元名 『自然と災害～命を守る方法を考えよう～』 
 
２．単元について 
 近年、我が国は 2016 年の熊本の地震をはじめとする、北海道胆信東部地震など多くの地震による被害を目の
当たりにしてきた。2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は M9.0 という、想定をはるかに超える地震とそ
れに伴った大津波による未曽有の被害をもたらし、多くの人命を奪うこととなった。大分県は「南海地震」「東南
海地震」等が、今後 30 年間の間に７０～８０％の確率で起こることが予想されており、それに伴う津波等から
自らの命を守るだけでなく、地域に暮らす人たちとともに命を守る取り組みが重要視されてきた。本校は豊後水
道に面したリアス式海岸沿いに位置し、美しい山々など豊かな自然に囲まれている。様々な自然の恩恵を受けて
いるが、生徒の居住区の多くは海抜 10m 以下という土地にあり、津波などの自然災害に襲われる危険性も高い。
このような地域に住んでいる生徒にとって、自分の住んでいる地域と密着した内容を調べたり避難行動を考えた
りする防災学習は、自分や家族の命を守っていくうえでとても重要なことである。 
  

事前に行った防災教育にかかるアンケートでは、下のような結果になった。 

災害に対して恐怖を抱いている生徒が多いことがわかるが、実際に地震が起こった時の備えに関しては十分で
はない状況である。本校でも安全教育として、避難訓練等を通し、主に火災、地震と津波から身を守るための避
難行動について指導してきた。校舎の屋上は 1 次避難所にも指定されているが、東日本大震災の経験から、さら
に高い場所への避難にも取り組んできた。しかし、それはあくまでも学校に生徒たちがいる時を想定したもので、
様々な状況を想定したものではなく、状況に即した行動をとらなければならないということは学習されてきては
いなかった。 
  

このような現状を受けて本単元では、まず防災意識アンケートや東日本大震災に関しての調べ学習を通して、
防災に関しての知識を身につけ、関心を高めさせる。ふれあい PTA において防災グッズ工作や講演会を行うこ
とで、家庭での防災意識を高める。そのような活動を通して身につけた知識を活用し、日常の様々な場面で地震
が起こった時の避難行動を、現地のフィールドワークや調べ学習を通して班で考えさせる。現地のフィールドワ
ークは班活動で行う。ここでの班は、自分の生活により密着させるため、住んでいる地域が近い生徒で編成する。
また、班の考えを発表させ共有し、改善点を考えることで、自分の命を守る手段を知り、実際に災害が起こった
場面でも自分で考え行動する力を身につけさせたい。さらに、自分たちの研究結果を、文化発表会などを通して
他の学年や地域の人々と共有することで、自分たちだけでなく地域全体で防災意識を高めていこうという態度を
育てたい。 
  

災害（地震、津波など）を怖いと感じますか？ 10/10 人 
今住んでいる地域は津波に対して安全だと感じますか？ 0/10 人 
災害に対して、家庭で備えをしていますか？ ４/１０人 
家族や身近な人と、災害が起きた時の安否確認方法について話し合い、取り決めていますか？ 3/10 人 



３．単元計画（２０時間） 

単元 主題名 時数 活動内容 

１ 自分たちの防災意識はどのくらい高いだろうか？ １ 防災意識アンケート 
２ 自然災害について考えよう。 ３ ふれあい PTA（講演、防災グッズ工作） 
３ 実際の災害から、必要な備えや心構えを知ろう。 ３ 東日本大震災についての調べ学習 
４ 日常の様々な場面での避難行動を考えよう。 ４ 実地調査、 
５ 自分たちの調べた内容をまとめよう。 ４ 調べた内容の分析・整理、発表の練習 
６ 学校のなかまや地域の方々に紹介しよう。 １ 文化発表会での発表 
７ 実際に地震が起こった時の、命を守るための行動を

考えよう。 
２ 実際の場面での命を守るための行動を考え

る。 
８ 自分たちにできることは何だろう？ ２ 全活動のふりかえり 

 
 
４．評価規準 

 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 知識・理解 

評価の観点 自分たちの住んでいる町
の防災について関心をも
ち、必要な備えをしよう
としている。 

調べてきたことを基にし
て、実際に災害が起きた
時、どのように行動する
か考え、仲間に伝えてい
る。 

地域の人々が互いに支え
あうことが、命を守るこ
とにつながると理解して
いる。 

評価方法 活動中の態度、 
ワークシート 

発表内容 
ワークシート 

ワークシート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



５．本時案 
（１） 主題名「実際に地震が起こった時の、命を守るための行動を考えよう。」 
（２） ねらい 様々な状況下での避難行動を考え、話し合い活動を通して改善点や良い点を指摘し理解を深 

める活動を通して、災害から自分の命を守る方法を身につけ、生徒一人ひとりの防災意識を高
める 

（３）展開 
学習活動 時間 教師の指導・支援 評価・資料 
１．前時を振り

返り、自然
災害の被害
について確
認する。 

 
２．班ごとに発

表する。  
 
 
 
３．命を守る行

動を考え、
避難のポイ
ントや改善
点を話し合
う。 

 
 
 
 
 
４．まとめを行

う。 
 
 
 
 
５．振り返りを

行う。 

５ 
 
 
 
 
 
１０ 
 
 
 
 
１５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０ 
 
 
 
 
 
１０ 

〇様々な自然災害や佐賀関の土地の特徴、命を守るための行動（自
助、公助、共助）について学習した内容を確認する。 

〇本時のめあてを確認する。 
 
 

 
〇前時までに作った各地区（古宮、白木、市民センター付近）ごと

の避難経路を発表する。 
○避難経路の中に 3 つの点をとり、その地点で地震が発生した時

に、自分ならどう行動するかと問いかける。 

〇地震発生直後、地震がおさまった後、避難しているとき、避難し
た後での命を守る方法を班で考えさせる。 

 ・自助、公助、共助の観点から考えさせる。 
〇班で考えた方法を、ワークシート（模造紙）にまとめて発表させ

る。 
○班ごとの発表が終わったら、相手の班の良かった点、改善点を班

で話し合い、ホワイトボードにまとめさせる。 
〇話し合った内容を発表させ、考えを共有させる。 
 
〇個人でまとめを行う。 

〇個人でまとめを行う。 
 ・まとめでは、自分の家に一人でいるときに地震が起こったらど

んな行動をとるかを考えさせる 
〇振り返りとして、「今日考えた行動を行うために必要な準備や、普

段から自分にできることを考えて書いてみよう。」と発問し、ワー
クシートに書かせることによって振り返りを行う。 

〇発表させ、振り返りを全体で共有する 

・前時までの資料 

 
 
 
 
 
班構成 
３人,３人,４人 
（地域ごとに分

ける） 
 
 
 
 
 
 
ワークシートの
準備（模造紙） 
 
 
 
 
 
<評価＞ 

自分の考えを、家周

辺の環境を考慮し

て書けているか？ 

 

<評価＞ 

災害時に必要な備

えを考えることが

できているか。 

 

めあて：命を守るための行動を考えよう。 

課題：命を守るには、どのような行動をとればよいか？ 

まとめ：避難をするときには（        ） 


